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目的

長期的医療関連情報の集約が前向き研究には不可欠であるが、従来

のICTを用いたデータ管理には下記のような欠点が存在する

• PC主体のため、ユーザーの制限

• 入力が手間

• 将来的な医療データとの連携体制が不備

これらの課題を解決するために新しいICTを用いた

医療データ収集システムを構築する
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自己管理

データベース

診療情報

データベース

マイ健康レコード：診療支援+自己管理支援

医師、看護師、
薬剤師など

診療情報＋自己管理情報を
統合し詳細な診療

発病前から発病後まで

一括して健康情報を管理
する生涯健康管理

利用者

（患者）

服薬状況の記
載健康日記の入
力

診療情報を参考に

健康管理

電子健康手帳



使い方

• PCもしくはスマホでHPへログイン（現時点ではWEB対応）

• 電子健康手帳を選択

• E成長記録を選択

• 紙ベースの母子手帳をスマホで撮影、これを所定のペー

ジへアップロードする

• 各ページのデータは最新の登録情報で更新
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１． 電子健康手帳のトップページ
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２． E-成長記録(電子母子手帳）
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３． 誕生前
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所定のページを選択

必要なサルネームを選択

目的に合わせて
登録データを選択



４． １ケ月までの記録
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必要なサルネームを選択

所定のページを選択



５． １歳までの記録
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必要なサルネームを選択



６． ６歳までの記録
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必要なサルネームを選択



７． 発育曲線
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必要なサルネームを選択

データ更新の際は最新画像を表示



８． 予防接種
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必要なサルネームを選択



９． 小学校時代の健康記録
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必要なサルネームを



１０． 中学校時代の健康記録
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必要なサルネームを選択



１１． 高学校時代の健康記録
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必要なサルネームを選択



成人後や疾患発症後の管理とのリンク
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電子健康手帳による利用者個人の情報管理

17



18

糖尿病支援フロントページ

体重

HbA1c
検査データ

イベント

禁忌薬剤 投薬情報

診療メモ

食事指示

病型・発症時期

合併症



薬歴画面の構成

最近の身長、体重および体表面積

最近の代表的な血液検査の表
示です。

そのほかの検査結果は検査履
歴画面にて確認できます。

白枠で示す基準日から過去３週間および
１週間後の服用している薬剤名と数量を
表示します。

矢印をクリックすると１週間単位で基準日
を移動できます。

表内の⇒は、同じ行の１つ左の数値と同
じであることを示しています。

枠内の日付をクリックすることで、その日
付を服用期間に含む処方箋を別Ｗｉｎｄｏ
ｗｓにて表示します。

左側に表示する薬剤名は、治験薬、院内
製剤処方、院内製剤駐車等、色別による
グループ化をしています。



表の中で枠内が赤色の部分は処方箋で服用期間
が重複している事を示しています。

日付をクリックすることで期間内の処方箋薬剤が表
示され内容を確認することができます。

処方箋による薬剤情報の確認

左側の薬剤名をクリックすることで、期間内の指定した薬剤の処方箋
情報を表示します。



検査結果を日付単位で表示します。

矢印をクリックすることで３日単位で前
後に移動表示することができます。

検査履歴の画面



本システムの特徴

• WEBベースでの使用のため特別なアプリは不要

• データのアップは写真の貼り付けを基本

→フォーマットが一定のため将来的には自動読み取りが可能

• 学童期までではなく成人後のデータの取得も可能

• 治療開始後のデータ：診療、血液、薬剤などとのリンクも可能

• 生涯管理（PERSONALIZED HEALTH RECORD)として活用可能

• データベースは山梨大学内のDBを活用
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